






はじめに 

神経芽腫の多くはカテコールアミンを産生するので,その代謝産物,特に VMA の尿中に増加

している事を認める事によって診断に資することが出来る。 

この原理を応用して,無症状の小児群の中から本腫瘍をスクリーニングする事が考えられ,

本邦で京都をはじめ,いくつかの自治体で実施されつつある。 

似た様なマススクリーニングに,先天代謝異常症のガスリー法などによる検査があり,これ

はフェニルケトン尿症を始めヒスチジン血症,ホモチスン尿症,楓糖尿症といったアミノ酸

代謝異常とガラクトース血症および最近では,クレチン症をも対象にして世界の多くの先

進国で実施されつつある。 

我々は,尿中 VMA を指標にした神経芽腫のマススクリー二ング法の問題点を,ガスリー法に

よる先天代謝異常症のそれと比較しつつ検討し,特に両者の経済効率について問題点をあ

きらかにした。 


